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国の音楽の目覚ましい発展が見られない状況にあった。しかし、19 世紀末から 20 世
紀初頭にかけて、他国の影響下から脱却し、イギリスの音楽を復興、発展させていこ
うという動きが強まっていく。その活動を主導した人物が、レイフ・ヴォーン＝ウィ
リアムズ Ralph Vaughan Williams (1872-1958)である。作曲家であり学者でもあっ
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彼は作曲において、過去の偉人たちが作ってきた様式や形式を利用するのではな
く、作曲家自身の感性が自然に表れなければならないと考えていた。ヴォーン＝ウィ
リアムズは、作曲の師1であったヒューバート・パリー Hubert Parry (1848-1918)
の、様式とは最終的に国民的なものだという考えに賛同し(トレンド 2003: 117)、自身
の様式を確立させるため、故郷であるイギリス(主にイングランド地方)の音楽につい























1 他にマックス・ブルッフ Max Bruch (1838-1920)や、モーリス・ラヴェル Maurice Ravel (1875-
1937)にも師事していた。 
 













意識的な「自己表現」だと考えていたのである(奥坊 2016: 28‐29)。 
それでは、ヴォーン＝ウィリアムズの作品において民謡が直接的に扱われた例を確
認してみよう。《イギリス民謡組曲 English Folk Song Suite 》(1923)2のように民謡
を引用した作品は 14 曲存在する。その中で、民謡《グリーンスリーヴス
Greensleeves 》 (1580?) に関する作品に注目したい。なぜならこの民謡は、オペラ
《恋するサー・ジョン Sir John in Love》(1924-1928)に引用された他、管弦楽曲の









































 調性 拍子 速さ 引用された民謡 
A f-moll 6/8 拍子 Lento 《グリーンスリーヴス》 
B a-moll 4/4 拍子 Allegretto 《ラヴリー・ジョーン》 






4 《恋するサー・ジョン》で引用された後、ヴォーン＝ウィリアムズが伴奏付けした編曲作品が 1934 年
に発表された。 
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せること」(Vaughan Williams 1963: 40)が、彼の重要な課題となった。彼自身、エド
ワード・エルガー Edward Elgar (1857-1934)の民謡を利用していない作品におい
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徴的であると考えていた5。彼は同じイギリスでもアイルランドやスコットランドと、
イングランドを区別して考えており、彼の言う民謡の旋法はイングランドのものであ









歌曲は戦前の 1901 年や戦後の 1952 年にも作曲されている。中でも《リンデン・リー 









Winter’s Willow》(1903) や《春に In the Spring》(1952) といったバーンズの詩によ
る作品が例として挙げられる7。これらは 1 番の旋律が多少変化しながら 2 番、3 番へ
 
5 セシル・シャープ Cecil Sharp (1859-1924) の民謡収集の結果から、アイルランドとスコットランドの




















品が例に挙げられる。《ウェンロック・エッジで On Wenlock Edge》(1908-1909) は
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ー Geoffrey Chaucer (1345-1400)の詩を題材とした《無慈悲な美 Merciless 
Beauty 》8(1921)である。14 世紀の詩である《無慈悲な美》は当時の英語、中英語で
書かれており、現在の英語よりフランス語の発音の混ざった言語になっていた。伴奏
はピアノ、あるいはヴァイオリン 2 本とチェロの弦楽器 3 本による演奏される。全 3
曲からなる歌で、とても美しい女性に恋した一人の騎士の、片思いから失恋に至るま
でを描いている。3 曲とも基本的な曲の構造は A-B-A’-C-A である。というのも 14 世
紀の頃は民衆芸術において、バラッドの形が整ってきたころで、チョーサーのような
詩人たちも、有節歌曲のように繰り返しを意識した作品を作っていたからである。
《無慈悲な美》の詩も 3 つのロンデル(ロンド)という副題がつくように、詩自体が A-
















8 《無慈悲な美》では第 1 曲の冒頭の旋律において、ト短調のドリア旋法を確認することができた。同じ
く、第 2 曲の冒頭の旋律でもニ短調のドリア旋法を確認することができた。 
9 グレゴリオ聖歌を多声化するオルガヌムの中で、主旋律より下方で 5 度か 4 度の音程関係の旋律をつけ
ること。《無慈悲な美》では伴奏部分に主旋律より 6 度下、またオクターブよりさらに 3 度下の旋律がつ
き、その結果、伴奏の下の 2 声部が連続 5 度を形成している。 
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譜例 7．《無慈悲な美》第 1 曲の冒頭 
 
 
譜例 8．《無慈悲な美》第 2 曲、旋律と伴奏が平行オルガヌムのようになっている。 
 
 
1921 年は、第 1 次世界大戦の間作品を発表していなかったヴォーン＝ウィリアムズ
が作曲を再開した年にあたり10、歌曲作品の《無慈悲な美》の他にも、管弦楽曲の
 
10 ヴォーン＝ウィリアムズは第 1 次世界大戦中、兵役を逃れたが王立陸軍医療軍団に入隊していたた
め、1914 年から 1920 年の間作品を発表していない。 
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《田園組曲 Pastoral Symphony》(1921)やピアノ曲など様々な種類の作品を発表して
いる。《田園組曲》では、戦時中に負傷者が運ばれていた田園の風景を描いたと彼は
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